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立された。㈱鉱山における朝鮮人労働者の急増に対処するため、1943年6月東京鉱山監督局・
大日本産業報国会・東京地方鉱山部会は、佐渡鉱業所で「朝鮮人労務者管理研究協議会」を
開催した。これは「労務管理ノ如何ハ生産二及ボス影響極メテ大ナルモノ有之」ためだった。
協議会は3日間におよび、1日は「佐渡鉱山二於ケル朝鮮人労務管理状況視察」を行なった。
佐渡鉱業所は東京鉱山監督局がモデルとするような朝鮮人管理がなされていたのだろう。
　第三に、特高警察による朝鮮人の徹底した管理・取締である。1910年代後半から日本に居
住する朝鮮人はすべて、日本の官憲が組織した融和組織に組み込まれた。朝鮮人支配機構は
協地域別、業種別でおこなわれていた。徹底した朝鮮人支配のため、協和会が警察署単位で
形成された。当初は朝鮮人の多い県ごとに形成されたが、組織を一本化する必要に迫られ、
1939年6月中央協和会が結成された。中央協和会の指揮、指導系統は二つあり、一つは中央協
和会と府県協和会という線であり、もう一つは内務省警保局一各県警察部一各警察署という
系統である。各地域の朝鮮へは、すべて特高の管理下に入った。㈱
　新潟県では1939年6月に新潟県協和会が結成された。会長は新潟県知事、副会長は学務部
長・警察部長であった。1940年12月末、新潟県協和会の正会員は1959名、準会員は376名、合
計2371名である。正会員は朝鮮人のみで、賛助会員は「趣旨に賛同し本会の事業を援助せる
もの」であった。県内の警察署単位ごとに、支会23ヶ所を設置した。この中でもっとも正会
員（朝鮮人）数が多いのが相川支会の655名で、次いで十日町（250名）、新井（126名）、柏崎
（110名）、新津（106名）支会の順となる。相川支会は相川警察署に本部を置き、専任指導員
（日本人）4名、補導員（朝鮮人）2名の体制そ、佐渡鉱業所の朝鮮人を管理した。㈱朝鮮人管理
のために新潟県警察部は、朝鮮語の学習を進めた。1941年3月新潟県警察練習所主催で「県下
警察官鮮語講習会」が開催された。これには県内42警察署から1名ずつ参加し、三分して各3
ヶ月単位での講習を計画していた。㈱
　佐渡鉱業所での協和会の活動は、大きく二つに分けられる。一つは朝鮮人の日本人化・皇
民化のためのものであり、もう一つは抑圧機構を強化するためのものである。前者としては、
朝鮮人労働者とその家族を対象とする「講習会」の実施があげられる。1940年5～6月、「協和
事業婦人講習」が県内22カ所の協和会支会所在地で順次開催され、6月4日相川で実施された。
県協和会は「半島出身同胞の内地化は先づ婦人から」と考え、婦人講習に力を注いだ。受講
者は22会場で、合計719名だった。㈹また、1941年1月県協和会主催で「協和事業男子講習会」
が相川支会を皮切りに県内で開催され、1440名が受講した。講習題目は、「新体制下に置ける
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協和会員の使命」（特高課員）、「協和会員と国民生活」（社会課員）、「内鮮協和の諸問題」（支会長）
であった。σ1〕神社を利用する行事として、日米開戦直後の1941年12月14日、協和会相川支会は
「移住半島人労務者の戦勝祈願祭」を開いた。山之神々社々殿で、午前8時から朝鮮人の代表
200名が参加して行われ、皇居遥拝、祈願の後、末綱副山長の訓示があった。㈲
　後者としては、まず地元有力者に対する啓蒙活動がある。1941年11月新潟県協和会は「戦
局下協和事業の円滑なる進展を図り、併而各種事故発生防止の為め」、中央協和会の常務理事
を迎え、相川警察所で「募集朝鮮人労務者に関する懇談会」を開催した。佐渡鉱業所の朝鮮
人に関する「懇談」が行われ、地元から相川警察署長、相川区裁判所員、県会議員など18名
が参加した。㈲特に重要なのは、補導員の教育だった。1941年11月新潟県協和会は長岡市で
「協和事業補導員練成大会」を開催した。受講者は合計50名で、相川支会からは大川亀松、
「松本明錫」、元村義常、大野茂の4名が参加した。㈹1942年3月補導員を伊勢神宮、橿原神宮に
参拝させ、「敬神思想ノ普及並皇国精神ノ酒養」を目的とした「補導員移動講習会」が開催さ
れた。これには相川支会の「松本明錫」が参加した。「松本」は「私は此の講習に依つて授け
られた智識を依て相川支会の会員を指導敬蒙してより皇運を挟翼し奉らしむると共に産業戦
士たる本分を完うすべく微力を尽す覚悟である」とその決意を語った。㈲また、1943年5月
「協和事業補導員練成講習会」が瀬波町で開催され、36名の受講生があった。これには相川支
会から「青山武雄」、「岩本小宗」の2名が参加した。㈱
3・目本の敗戦と佐渡鉱山からの帰国
（1）8月15日と佐渡鉱山
　1945年8月15日、日本の敗戦で太平洋戦争は終結した。同日畠田昌福新潟県知事は「知事謹
話」を発表し、県民に対し軽挙盲動を慎むように説いた。㈲新潟県民にとって敗戦は大きな衝
撃であったが、強制的に新潟に動員された県内約40事業所の朝鮮人にとっては解放の日だっ
た。475人の朝鮮人がいた電気化学工業青海工場では、日本人「従業員ノ衝撃悲観ヨリ之（日
本の敗戦＝広瀬）ヲ知得シカーバイド電気炉労務者係一部二在リテハ拍手シ快哉セル」との
状況であった。㈱また、同日日曹飯豊鉱山、日鉄赤谷鉱業所があった新発田市では、玉音放送
で打ちひしがれる日本人に対し、「すぐ近くの松林に強制収容され、労働にかり出されていた
朝鱒人の一団が、トラックの音とともに歓声を上げて過ぎ去って」いった。㈲
　朝鮮人を抱え・た企業の反応は早かった。45名の朝鮮人がいた中央電気田口工場では、8月17
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日に臨時役員会を招集し、①軍事占領された時、軍部との関係を隠匿するため軍部との往復
文書は全部焼却する、②「半島応徴士」の取扱いは田口在住の朝鮮人「青山仙太郎」に依頼
するなどの実施を決定した。㈱
　佐渡鉱山では8月15日現在、244名の朝鮮人が労働に従事していた。翌8月16日に相川警察署
長、特高係、佐渡鉱業所の三者は、敗戦による朝鮮人坑夫の「稼動率低下」を防ぐため、「指
導会」を開催した。佐渡鉱山へは敗戦直後から、第1次、第2次「特別挺身隊」として派遣さ
れていた朝鮮人が戻ってきた。福島組は8月26日、埼玉組は8月27，28日の両日、計319名が佐
渡に到着した。本来派遣した数は408名であり、この間に89名が行方不明となっている。これ
は埼玉、福島にいる間に逃亡したか、あるいは8月15日以後に佐渡への帰島を拒否した者であ
る。また、敗戦によって佐渡から逃走する者、反対に帰山する者などが相次ぎ、8月末に佐渡
鉱業所の朝鮮人は573名に達した。8月15日から9月11日までに、佐渡鉱山から新たに逃走した・
者は7名、一方帰山した者は27名だった。㈱
　佐渡鉱業所の朝鮮人は直に帰国できるものと判断し、大多数は労働に従事しなかった。福
島県から帰山した3名の朝鮮人は十数名の朝鮮人とともに、共同炊事場係員に「給食量甚ダ僅
少ニシテ不公平ナル分配ナリ」とその理由を詰間した。さらに、「島内二逃走シ居ル鮮人ニシ
テ常二社宅及寮生ト連絡ヲ為」す者がいた。このため、佐渡鉱業所では9月1日から「気分転
換ヲ計ル為出稼競争ヲ実施スル」ことにし、同日から9月上旬までに平均75％～76％の出稼率
を見せた。食糧は8月31日まで加配米とともに4合3勺を支給したが、9月1日以降は4合1勺に減
らし、この内約5割は大豆を混入した。副食物の在庫は最低量の15日分、佐渡鉱業所経営農園
で収穫した野菜などが15日分、計一ヶ月分の予定しかつかず、9月末には底を尽くことが見込
まれた。㈱朝鮮人、佐渡鉱業所のいずれにしても一日も早い朝鮮への帰国が望まれていた。
（2）新潟在住朝鮮人の帰国
　新潟県内の朝鮮人は8月15日直後から早期帰国を企業、新潟県、日本政府に要求した。8月
20日、新潟県警察部は内務省警保局に対し、「労計移入ノ鮮人ハ例外無ク急遼帰鮮ヲ希望工場
事業主二対シ強硬ナ申入レヲ為シ漸次其ノ態度尖鋭化ノ微見受ケラレ」るとし、「便船アリ次
第可逆的速二希望者ヲ帰鮮セシムルノ措置ヲ講ジ度キ方針ナルガ右二関シ何分ノ早期御指示
賜リ度」と内務省の指示を要詰した。㈱各警察署は企業と協力し、朝鮮人の帰国準備を積極的
にすすめた。新発田市内には日鉄赤谷鉱業所、日曹飯豊鉱山、日曹新発田工場があり、多数
の朝鮮人が銑業中だった。彼らの「殆どの人達が帰国を申出た。逸早く新発田憲兵隊の建物
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を政府から借り受けて朝鮮人の事務所にして帰国事務を取り扱つた」㈱という。
　新潟県警察部は朝鮮人の「送還輸送」に関し、新潟鉄道局と折衝し、第1次輸送として9月
11日から1ξ日にかけて県内9事業所のi280名を鉄道で輸送する計画をたてた。ルートは彼らを
新潟から鉄道で下関・博多に送り、ここから船で帰国させるものだった。1280名の内訳は、
電気化学工業青海工場482名、海陸運送194名、新潟鉄工所168名、日本鋼管新潟工場161名、
日通（新潟港支店・長岡支店）114名、昭和電工鹿瀬工場74名、新潟電工39名、上越通運25名、
栗原組23名だった。㈱しかし、その後、下関と博多に朝鮮人が集中したため、新潟県内と東京
方面の朝鮮人を新潟港から帰国させることになった。新潟港からの帰国は9月30日に間宮丸が
580名、10月2日に白龍丸が1674名を乗せ、朝鮮に向かった。表4のように、全部で20事業所、
2254人で、この内新潟県関係は5事業所、239名である。㈱
表4 1945年9月30目、10月2目に新潟港から帰国した朝鮮人
月　日
9月30日
10月2日
合　計
事業所名
宮士瓦斯紡績株式会社小山工場
陸軍航空総軍経理部第1建設部隊
株式会社日立製作所
関東信越軍需管理局特別作業隊
土木建築業石田株式会社
中央工業株式会社
横須賀海軍施設部第113部隊
日本鉱業株式会社北工場
軍需省第250部隊竹中隊
陸軍航空総軍田中組
関東軍需監理部特別作業隊
古河電気工業株式会社横浜電気製作所
関東航空工業有限会社
朝鮮違盟
陸軍航空総軍経理部東京第1建設隊
【新潟関係】
信越化学工業株式会社
中央電気株式会社田ロエ場
三協鉱業株式会社村松鉱業所
帝国特殊製鋼株式会社
日本セルロイド新井工場
人　数
246
135
78
57
41
23
469
403
277
103
98
60
12
　8
　5
103
43
39
28
26
2254
住　　所
静岡県駿東郡小山町
東京都葛飾区大谷田町
埼玉県比企郡高坂村大里部
東京都神田区神保町
東京都蒲田区古川町250
青森県上北郡天間村
東京都南多摩郡七生村
東京都南多摩郡七生村
千葉県船橋市宮本町6丁目
東京都淀橋区新宿
中頸城郡直江津町
中頸城郡中山村田口
中蒲原郡村松町
中頸城郡直江津町
中頸城郡新井町
新潟県警察部長発内務省警保局保安課長宛報告（昭和20年10月4日付、特高秘鮮号外）、新潟県
警察部特高課『昭和二十年内鮮関係書類綴・空務省報告』。朴慶植編『朝鮮問題資料叢書』第13
巻（アジア問題研究所、1990年）所収。
　10月2日午後4時に新潟港から釜山港に向かう白龍丸の様子を『新潟日報』は、写真入りで一
次のように伝えている。「波止場を離れる直前の船は悲喜こもごもの表情を持？人々を乗せて
揺れてゐる（中略）新しく出発したかれ等の祖国朝鮮へ帰る人々三その顔は喜びに輝いてゐ
る、しかし長年ご恩になつた日本を去る感懐を何としよう、一抹の寂しさがその胸をかすめ
一21r
るのか、複雑な悲哀の微笑みを浮べてゐる人も沢山ゐる」。㈱「複雑な悲哀の微笑み」の内実
を、日本人は全く理解できていなかったのである。
　敗戦直後、日本国内の朝鮮人は多くの団体を結成した。これらが総結集し、1945年10月15
日、16日の両日、在日本朝鮮人連盟（朝連）中央本部の結成大会が東京で開催された。朝連
は東京、鳥取、神奈川、京都、奈良などに各府県本部を設置していった。㈱全国的な運動の高
まりの中、10月28日朝連中央本部新津支部が結成された。会場の新津町公会堂には約300名の
朝鮮人が集まり、金判根を委員長、崔作支を副委員長に選出し、「在留同胞の生活安定と日鮮
親和、新朝鮮の建設に努力することを誓つた」。㈱この後、新津支部は新潟支部に拡大したよ
うである。朝連新潟支部は県内に2ヶ所の朝連学院を設置し、民族教育を行うなど、活発な組
織活動を展開した。⑨oまた、朝連新潟支部は新潟港から帰国する朝鮮人に対し、支援活動を行
った。11月17日、福島県下の朝鮮人労働者約3300名が新潟市内の四ヶ所に分宿した。彼らは
新潟港から帰国するため新潟市内に入ったのである。船舶の入船が不調で、寒気も加わり心
配されたが、朝連新潟支部の努力で混乱もなく待機中であった。⑮1〕
　朝鮮が解放されたものの、朝鮮半島がソ連とアメリカによって分割占領されたため、佐渡
鉱業所の労働者は帰国に際して、不安を抱いていた。一朝鮮人は「子供ガ家二帰ツテ先生カ
ラ教ヘラレタノカ朝鮮ノ北方ハソ聯ガ南ノ方ハ米利加ガ上陸シタノダカラ帰ル事ハ嫌ダト言
ツテ居マス（中略）今朝鮮二帰ツタラ大変ナモノダト思ヒマス」といっている。また、運搬
夫だらた一朝鮮人は「今半島二帰ツテモ米国ヤ支那二使ハレルナラ今日迄ノ様二佐渡ニテ働
イテ居タイノデス（中略）私達ハ八月十五日二日本ガ休戦ニナリ早ク半島二帰ラルル事ハ喜
ンデ居リマシタ」と述べている。幽しかし、最終的には佐渡鉱業所の朝鮮人は日本での永住を
希望する数名を除いて、1945年10月から12月にかけて全員帰国した。㈱
　1947年10月1日現在、新潟県在住の朝鮮人は3225名（男2072名、女1153名）であり、佐渡郡
は128名（男76名、女52名）で、．これは全体の4．0％に過ぎない。戦前には朝鮮人がもっとも多
かった佐渡郡は、県内で中頚城郡、中蒲原郡、新潟市、高田市、新発田市、岩船郡、西頚城
郡につぐ第8位にまで低下したのである。㈱
おわりに
　以上、主に戦時期の佐渡鉱山における朝鮮人労働者の労働と生活の実態を明かにした。そ
れらを要約すれば、次の通りである。
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　第一に、佐渡鉱山を初めて訪れた朝鮮人は、朝鮮政府が鉱業近代化のために派遣したo名の
留学生だった。彼らは宮内省御料局の佐渡鉱山学校で鉱山学を学んだ。その後、1910年代か
ら朝鮮人労働者が佐渡鉱山に就労し始めた。彼らは「部屋制度」（納屋制度）の下で、部屋頭
の厳しい統制を受ける「他国人足」、「他国坑夫」として働いたと思われる。
　第二に、日本の戦時体制が進むにつれ、三菱鉱業所佐渡鉱業所は産金、さらに産銅増産に
適進した。こうした増産体制のため、朝鮮人男性が戦時動員された。1939年2月から1945年7
月まで、「募集」・「労務協会斡旋」・「徴用」形式により約1200名が佐渡鉱山に送り込まれた。
この内約1000名が「募集」形式であり、彼らの出身地域は主に忠清南道で、敗戦が近づくと
全羅北道にも拡大された。　、
　第三に、朝鮮人労働者は主に「運搬夫」、「襲岩夫」、「支柱夫」として過酷な坑内労働に従
事した。このため1o名以上の死者、36名以上の負傷者を出した。労働条件をめぐって2件の争
議が発生し、1943年6月までの逃亡者は150名以上で、その後も佐渡鉱山からの逃亡者が相次
いだ。
　第四に、佐渡鉱業所の朝鮮人労働者は社宅と寮で生活した。就労中に8名の朝鮮人が徴兵で
戦場に送られた。朝鮮人の労働と生活は、三菱鉱業の労使協調機関である協和会、半官半民
の鉱山統制会、特高警察が中心の新潟県協和会相川支会によって、三重にわたって厳しく監
視された。
　第五に、敗戦後佐渡鉱業所の朝鮮人は、他県からの帰還部隊も含め約570名に達した。彼ら
は1945年10月から12月にかけて、新潟港から帰国した。
　今後は、1910～1920年代の朝鮮人労働者の実態を明らかにし、さらに佐渡鉱山史の中に戦
時期の朝鮮人労働者の役割を正しく位置付けることが新たな課題となろう。
［補註］
（1）佐藤泰治「新潟県における朝鮮人労働者・（1）（2）」『新潟県部落史研究』3号（1980年5月）、
　4号（1981年5月）。佐藤泰治「新潟県における朝鮮人・ノート」、浅野好美・趨公恵「日本
　帝国主義下の朝鮮人労働者一県内在住・在日朝鮮人一世の聞き取りを中心に」、曹喜春
　「新潟港湾労働における朝鮮人強制連行・強制労働一証言をもとに」、張明秀「中津川水力
　発電所における朝鮮人労働者虐待・虐殺事件一「東亜日報」掲載の資料紹介」、張明秀
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　　本稿では従来使用されてきた歴史的用語「強制連行」は使用せず、「戦時動員」を使用
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　まま使用する。
（2）前掲長沢論文、1～23頁。『新潟県史・通史編8』156～158頁。
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（∠）広瀬貞三「19岳紀末日本の朝鮮鉱山利権獲得企図（1882～1994）『史叢』28号（1984年10
　月）37頁。李培鋳『韓国近代鉱業侵奪史研究』（一潮閣、1989年）15～19頁。
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　（同出版部、19プ0年）480頁。原田環「乙未事件と萬範善」、河合和男他編『論集朝鮮近現
　代史一姜在彦年生古希記念論文集』（明石書房、1996年）83頁。
（7）三菱鉱業セメント株式会社総務部社史編纂室編『三菱鉱業社史』（同社、1976年）121～
　125頁。
（8）前掲麓三郎著書、472～475頁。
（9）前掲麓三郎著書、477～4ウ8頁。『佐渡相川の歴史』228頁。
⑩磯部欣三「佐渡金（銀）山の労働力一主要な給源地に関する考察」、地方史研究協議会編
　『佐渡一島社会の形成と文化』（雄山閣、1977年）62～64頁。磯部はこの中で安田部屋の死
　亡者まで加えた数を用いているが、ここではそれを除外した。
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（1D前掲麓三郎著書、477～478頁。『佐渡相川の歴史』227～228頁。1910年代の佐渡鉱業所の
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